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カイラ}}/p波超伝導ボルテックスの忍周りで誘起される奇麗波数クーパー対の非磁荘不純物効
果とボルテックス中心におけるトンネルスペクトルについて理論的に研究するD ボルテックスの

芯付近で形成されるアンドレーフ束縛状態は、トンネルスペクトルのゼロエネルギーピークとし

て観測される問。最近、アンドレーフ束縛状態の形成と問時に、奇見波数を持ったペア振幅 [2]

がボルテックスの芯周りにも誘記されると示唆される [3]0ボルテックスの軸対称性により、ボル

テックスのトポロジーとクーパー対の軌道角運動量の量子数との関係刊に従い、奇蔚波数ペア状

態がボルテックスの芯毘りで安定して現れる。このような奇昂波数ペア状態が存在するかどうか

実験的に検証する方法を提案することは、超主導体のペアポテンシャルの対称性老決定するとい

う意味でも極めて重要である。

この発表では、我々はカイラルp波超伝導体の反平行渦状態と平行潟状態において、誘起され

る奇周波数ぺア振幅の対称性がアンドレーフ束縛状態とどのような関係が島るのかを明確化する。

非磁性不続物効果により、ポルテックスのo周りで誘起された奇麗波数ペアと Sr2Ru04のような
スピン3重項カイラJvp波ペアの対称性を再詩に判別可能とする。さらには、走査型トンネル分
光によって空間的なカイラル・ドメイン構造をどのように観察できるかを提唱する9 我々は非磁

性不純物を会んだ4x4行列の準古典グリーン関数民iωn，r，k)
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とEilenbe培er方程式-iVF'Vg = [iωη九一ム-t，g]から定式化された準吉典理論に基づいた解析
を行う。ここで、 ωη =(2n十1)πTは松原周波数であり、合=(九，九，az)とナ=(テx，九うち)はそれぞ
れスピンと電子ホール空間におけるパウリ行列であるG トンネルスペクトルはN(r，E) = NF(RegR) 
で表されるa

カイうんp波超伝導体の反平行渦と平行掘において、ボルテックスの中心で必然的に奇周波数

を持ったs波とカイラルd波ペア振幅が誘起される [5]0非磁性不純物に対しボルテックスの芯で
形成される頑強なアンドレーフ束縛状態は、反平行渦で誘起される奇麗波数s波ペアに起因する。

とのような奇周波数ペア振幅は走査型トンネル分光によって観測することができ、スピン3重項

ペア対称性とカイラルドメインの空間分布の検証を期待する。
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